
第１回

SSPスポーツミライミーティング
佐賀県は、ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想（ＳＳＰ構想）を掲げ、スポーツのチカラを活かした人づくり、地域

づくりを進めています。
「選手・指導者の人材育成」「スポーツの裾野の拡大」「スポーツビジネス」・・・スポーツは人づくり、地域

づくりの“タネ”がいっぱいです。
このタネを選手・指導者といった「スポーツをする人・育てる人」と、ファン・企業・団体など「スポーツを観る

人・支える人」が一緒になって育てていく、それがスポーツの「ミライ」だと思っています。
今回スタートするスポーツミライミーティングは、スポーツ現場が抱えるニーズや課題を「スポーツ関係者」

と「何かの形でスポーツを支えたい方」が共有し、それぞれのノウハウやネットワークを活かし、課題解決の
ヒントを探る新しい取り組みです。
スポーツのミライを一緒に創ってみませんか？

2020年１２月１６日（水曜日）
16時00分～17時30分 トークセッション（参加費無料）
トークセッション終了後～１８時３０分 交流会（会費1,000円 ※ドリンク＆菓子付き）

SAGA CHIKA （佐賀市城内1-1-59 佐賀県庁新館地下1階）

30名様（事前申込制） 裏面記載のとおり、お申込みください。

日 時

会 場

定 員

テーマ スポーツ×α 新しいスポーツのミライ

佐賀県商工会議所連合会、佐賀県商工会連合会、佐賀県中小企業団体中央会、
公益財団法人佐賀県地域産業支援センター、公益財団法人佐賀県スポーツ協会後 援

佐賀県 文化・スポーツ交流局 SAGAスポーツピラミッド推進グループ主 催

出演
――― 話題提供者 ―――

乙部 信吾 （株式会社LIGHTz）

緒方 貴之 （グラスコート佐賀テニスクラブ）

西山 彰宏 （株式会社SAGAサンシャインフォレスト）
――― モデレーター ―――

日野 稔邦 （佐賀県SAGAスポーツピラミッド推進グループ）



乙部 信吾 （株式会社LIGHTz 代表取締役社長）
株式会社LIGHTzは、AI技術を活用して地域の伝統、スペシャリストの思考などを汎知化（はんちか）することで次世

代に継承する仕組みを創っているスタートアップ企業。製造業、スポーツ分野をメインに、産業と文化の両面から地域活
性化に貢献している。2019年から佐賀、有田の2箇所に地域拠点を置き、同年、サガン・ドリームス、佐賀県と三者連
携協定を締結し、次世代育成にも取り組んでいる。

緒方 貴之 （グラスコート佐賀テニスクラブ 統括マネージャー・海外担当部門マネージャー）
グラスコート佐賀テニスクラブは、1975年、日本初の天然芝コートを多数有するクラブとして創立。天然芝コートとして

は国内随一の規模。緑のコートや周囲の花々を見渡せるテラスやクラブハウスなど、このクラブならではの楽しみ方がで
きる環境を整備。また、新しいテニスのよろこびやテニスをより深くより身近に感じてもらえるよう、テニスを愛する多くの
人々とともにテニス文化の発展を視野に運営。

西山 彰宏 （株式会社SAGAサンシャインフォレスト 取締役）
株式会社SAGAサンシャインフォレストは、県内外の様々な企業で構成するSPC（特別目的会社）で、2020年10月か

らSAGAサンライズパークの指定管理者。代表企業の電通は、国際的スポーツ大会や国内外のエンターテイメントの招
致・運営、各種メディアを活用したプロモーションノウハウが豊富。まちづくりやエリアマーケティング、シティブランディン
グのノウハウも保有。

出 演

申 込

下の欄に記入してFAX、または同内容を記載してe-mailでお申込みください。
【申込締切】 2020年12月9日（水曜日） ※先着30名様
【申 込 先】 佐賀県SAGAスポーツピラミッド推進グループ

〈FAX〉 0952-25-7375
〈e-mail〉 ssp-g@pref.saga.lg.jp

会社名・団体名
ふりがな

氏 名
連絡先

（電話番号）

交流会の参加
は○を記入

（会費1,000円）

【お問い合わせ】
佐賀県SAGAスポーツピラミッド推進グループ（担当：服部、園田） 電話：0952-25-7345

2020.12.16 第1回 SSPスポーツミライミーティング申込

――― 話題提供者 ―――

――― モデレーター ―――

日野 稔邦 （佐賀県SAGAスポーツピラミッド推進グループ 推進監）
佐賀県は、ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想（ＳＳＰ構想）を掲げ、世界に挑戦する佐賀ゆかりのトップアスリートの育成

を通じてスポーツ文化（する、育てる、観る、支える）の裾野を拡大し、さらなるトップアスリートの育成につながる好循
環を確立することでスポーツのチカラを活かした人づくり、地域づくりを推進。


